
研究職の新卒配属で希望部署に行ける？研究職に聞きました。
新入社員として晴れて研究職として入社しても、その後は大きな難関が待ち受けています。

「初期配属」です。

　

この初期配属、正直なところ、新入社員側にコントロールできる要素はあまり多くありません。

そのため、いわゆる「ガチャ要素」が強いといわれています。

　

同一年度に研究職として採用された人の中でも、希望通りの部署に行けた人、希望通りではなかったが納得できる配属先に行く人、全く納
得できない配属先を言われた人、それぞれ違った境遇に置かれるのが初期配属です。

　

一方で新入社員の皆様の多くは、

「希望通りの配属先で働きたい」

「環境・同僚に恵まれた中で働きたい」

と思っていると思います。

　

では実際のところ、新卒採用時に希望部署へ配属された研究職の人は、どのくらいの割合なのでしょうか？

　

そこで、

本ブログの著者のツイッターアカウントを使用して企業研究職の皆様にアンケートを取り、

「研究職の新卒初期配属」について調査しました。

以下のリンクから、私のアカウントを見ることができます。

（ぜひフォローをお願いします！）

https://researcherinacompany.com/recruit-34/


最近、転職先と前職で勤務ルールがあまりにも違い、毎日驚いています。
どっちの会社のルールが世間の一般と近いのか興味が出てきたので、このアカウントを使って、皆様の企業の勤務ルールを聞き取るアン
ケートを始めました。
しばらく続けますので、興味がある方はぜひ投票もお願いします！

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) April 12, 2023

今回は、

「研究職の新卒配属：希望部署に行けた？研究所はいい人多い？」

という内容で、ツイッターアンケートの結果をまとめていきます。

研究職の新入社員配属：希望部署に行けた？研究所はいい人多い？

入社時から研究職を志望していた？
まず最初に、

「そもそも、就職活動から研究職志望？」

という前提確認を行いました。

現役研究職の中には、研究職を希望して希望通りに働いている人もいれば、違う職種と迷った結果、研究職に進んだ人もいらっしゃいます。

　

個人的には、この両者の割合がどのくらいなのか非常に興味があり、この記事の前提を揃えるアンケートを取りました。

結果はこちら↓

初期配属は何月？
次に、「初期配属は何月？」というアンケートとりました。

日本では新入社員の入社は4月であることが多く、その後新入社員研修を経たのちに初期配属が行われています。

この新入社員研修、会社によってその内容や機関がバラバラで、数日間座学をやって終了の会社もあれば、半年以上様々な事業所をめぐっ
て研修をする会社もあります。

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1646120580670963712?ref_src=twsrc%5Etfw


特に新入社員研修の期間が長い会社は、その研修期間の評価が初期配属の決定にかかわっていることも少なくありません。

では、研究開発職では新入社員研修後の初期配属は何月ころになることが多いのか、「4月」「5月」「6月」「7月以降」の4択で聞き
取りました。

結果はこちら↓

企業の研究開発職の皆様、所属する会社に4月に入社した新入社員は、何月から配属先での勤務を始めますか？

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) June 7, 2024

何ときれいに回答が分散され、この結果は個人的にもすごく驚きでした。

4月中に初期配属先に送られる会社も、7月以降まで研修を行う会社も同じくらいの割合で存在している可能性があるようです。

4月や5月の会社の場合は入社時点で初期配属先がほぼ決まっていることが多いです。

一方で、研修期間が長い会社の場合は研修期間中の行動も初期配属決定の参考資料になっている可能性が高いです。

初期配属に強い希望がある人は、研修期間中に適切な行動をとることが希望を叶えることにつながる側面もあるかもしれません。

初期配属は研究職？
次に、

「新卒後の初期配属は研究職であった人の割合」

を調べてみました。

　

現役研究職の人であっても、最初の所属は研究ではなかった人もたくさんいらっしゃいます。

　

最初から研究職に配属されている人と、他の職種を経て研究職へ移ってきた人。

この2つがどのくらいの割合でいるのか調べてみました。

結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、新卒採用て最初に配属されたのは研究職でしたか？

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1799086033717653988?ref_src=twsrc%5Etfw


— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) June 2, 2023

現役研究職の人に聞いたところ、80%近くに人が初期配属から研究職である一方、

20%程度他の部署から移ってきた人もいることが分かりました。

　

実は私も、初期配属は工場の生産部門で、その後から研究職へ移ってきました。

修士の時「自分は研究向いてない、他の仕事しよう」と思い総合職で入社しましたが、数年の工場勤務後はずっと研究しており、結局博
士まで取りました。
会社での研究内容が自分に向いていたから続けられた気がします。
研究でも中身によって向き不向きがあることも、学生の皆様には知ってほしいです｡
https://t.co/C9CIfwwcff

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) June 25, 2023

ずっと研究をされている人と比べると知識量などは大きく劣りますが、

一度生産現場で働いたという経験もあり、他の研究員とは違った視点をもって仕事ができるという長所もあります。

　

研究以外の部署を経て研究部門へ来る利点は、ほかにもいろいろあります。

気になった方は、以下の記事をご参照ください。

https://researcherinacompany.com/recruit-22

初期配属では希望部署に行けた？
さて、入社後の初期配属の話に移ります。

「初期配属では、希望部署に行けた？」

というアンケートを取りました。

　

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1664597161127055363?ref_src=twsrc%5Etfw
https://t.co/C9CIfwwcff
https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1672772298934464512?ref_src=twsrc%5Etfw


現役研究職の人の多くが最初から研究職へ配属されたというのは先ほどのアンケートの通りですが、

その中でも希望部署に行けた人がどのくらいいるのか、アンケートで聞き取りました。

　

結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、新卒採用後の初期配属では、希望した部署へ行くことができましたか？

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) June 18, 2023

約50%が希望通り、30%が納得できる部署へ配属されたと回答されており、

研究職入社では、多くの場合予想から大きく外れた配属にはなりにくい、と推測される結果となりました。

　

一方で、20%程度は納得できない配属と回答しており、全員が希望通りに配属されることはないという、

いわゆる「配属ガチャ」が、研究職にも多少は存在することが見えてきました。

　

初期配属先については、新入社員自身でコントロールできることはとても少ないです。

一方で、希望の配属を勝ち取るためにも、新入社員自身もできることはやっておくことをお勧めします。

詳細については、以下の記事を読んでみてください。

https://researcherinacompany.com/recruit-7

上司や同僚には恵まれた？苦労した？
上司・同僚にどのような人がいるのか？

パワハラ上司や冷たい同僚はいないか？

新入社員にとって非常に気になる情報だと思います。

　

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1670389142533074944?ref_src=twsrc%5Etfw


特に初期配属の場合、最初の職場の上司や同僚に恵まれるかが、その後の会社での働き方にも大きく影響してきます。

　

そこで、現役研究職を対象に

「最初の職場では、上司や同僚に恵まれたと思いますか？」

というアンケートを取りました。

結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、新卒採用後に最初に所属した職場では、上司や同僚には恵まれたと思いますか？

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) June 19, 2023

回答としては結構割れましたが、約50%の人が「恵まれた」と思うと回答しました。

個人的な経験も含みますが、他の部署と比較して、研究所はそもそも働き方に余裕があることが多く、

働く人も穏やかになる傾向があります。

（あくまで傾向であり、個々に事情はあることは承知しています。）

　

穏やかな人が集まる職場では、人間関係にも余裕が生まれ、パワハラなどが起こりにくい環境になっていく傾向がありそうです。このこと
も、研究職の特徴の一つかもしれません。

　

一方で、「苦労した」と回答した方も一定数いるように、人間関係で悩まされている研究職の人もいらっしゃるようです。

初期配属先の人間関係の問題を、新入社員が解決することは非常に難しいと思います。

　

あまりにも自分がしんどい思いをするのであれば、異動希望や転職などの準備を検討してみてもよいかもしれません。

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1670751858829426689?ref_src=twsrc%5Etfw


現役研究職の初期配属後の異動経験は？
少し異動のコメントもしましたが、現役研究職の人はどのくらい異動するのでしょうか？

そこで、

「これまでに異動は何回経験しましたか？」というアンケートを取り、研究職の異動の傾向をまとめました。

結果はこちら↓

企業の研究職の皆様、これまでに異動は何回経験しましたか？（昇格や転職は含みません）

— とうや@食品メーカー研究職 (@NzXyZQDOCMpLgz5) May 27, 2023

皆様がどのような想像をされていたか分かりませんが、

研究員の多くが初期配属のまま異動をしていないことが分かりました。

私としては、異動未経験者が多くてとても驚きました。

　

裏を返せば、一か所で長く働ける傾向があるということも、研究職の特徴かもしれません。

初期配属で研究職として働くことが決まった新入社員の方は、

しばらくは腰を落ち着けて研究所の仕事に励める可能性が高いかもしれませんね。

まとめ
・就職活動時点から研究職を希望していた人が多い。

・現役研究職の多くは、初期配属から研究職で、異動していない人も多い。

・初期配属先が希望通りだった人や納得できる部署だった人がほとんど。

・上司や同僚に恵まれたと感じている人が約半数。そうでない人も30％程度いる。

　

企業で研究職をしている人の多くは、

https://twitter.com/NzXyZQDOCMpLgz5/status/1662429047396380673?ref_src=twsrc%5Etfw


就職活動の段階から研究職を志望し、

その後希望する配属を勝ち取ってきた人が多いようです。

　

そのように考えると、運の要素ももちろんあるものの、

「就職活動の段階から研究職内定に向けた準備が大切」

ということになりそうです。

　

研究職や理系の就職活動に必要な情報を集めて、

時には先輩や知り合いを頼って、

自身の希望を叶えるためにできることをすべてやることでしか、

研究職内定をつかむのは難しくなってきているかもしれませんね。

理系の就活は、理系専門のサイトをうまく使おう！
特に研究職や理系採用を目指す人は、

理系就活を得意とする情報サイトを使うのが良いと思います。

　

理系学生の就職活動には、

大学院生&理系学生に特化した就活サイト、

アカリクが役立ちます。

最近は、「アカリクイベント」というオンライン就活イベントも行われているそうです。

以下のリンクから、一度覗いてみて下さい。

【アカリク】
アカリクイベントは、こちら

オンライン就活イベント【アカリクイベント】

https://px.a8.net/svt/ejp?a8mat=3N62HP+AZXA2A+4XOO+5YJRM
https://px.a8.net/svt/ejp?a8mat=3N62HP+AZXA2A+4XOO+5YJRM
https://px.a8.net/svt/ejp?a8mat=3TF5FK+8AA6UQ+4XOO+NTJWY



